
AI ά用ᐇົに㐃㛵ᩘࡿࡍ⌮学⩦༢元⾲ཬࡧ 
GBS ⌮ㄽにᇶ࡙ᩘࡃ⌮ά用ᆺၥ題ゎỴ学⩦のタィ 

 
Design of Mathematics Learning Units Integrating AI Technology and 

Problem-Solving Learning Based on GBS Theory 
 

⚟田 美㄃*1,*2, ႐ከ ᩄ༤*2,*3 
Miyo FUKUDA*1,*2, Toshihiro KITA*2,*3 

*1㛵すᅜ㝿大学 
*2⇃ᮏ大学大学㝔♫఍文໬科学教育部 教ᤵࢩス࣒ࢸ学専ᨷ 

*3⇃ᮏ大学༙導య࣭デジタル◊✲教育機構 
*1 Kansai University of International Studies 

*2 Graduate School of Instructional Systems, Kumamoto University 
*3 Research and Education Institute for Semiconductors and Informatics, Kumamoto University 

Email: m-fukuda@kuins.ac.jp 
 

あらまし：本稿では，機Ე学⩦で㈍኎ண を行う営業事務の௙事を想定し，そのストーリーにᏑ在する数

理活動とᑠ学ᰯから大学༞業時までの数理学⩦をẚ㍑対↷し，学⩦༢元表を作成した．またその対↷表と

ールベースシナリ࢜（GBS）理論に基࡙き，AIࢦ 活用業務をシナリ࢜とした数理活用型ၥ題ゎỴ学⩦の

概要設ィをヨみた．その⤖ᯝ，学⩦༢元にはᑠ学ᰯで㌟につける「⡆༢な数㔞や表，グラフを読み取る力」

から機Ე学⩦の理ゎまでᖜᗈい数理能力が含まれるが，学⩦༢元を⤠って教材化できることが分かった． 
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1. はじめに 

ᡃが国では Society5.0 社会の実現や DX 推進のた

め人ᕤ知能（AI）の活用が進展しつつあるが，高等

教育において AI 技術を活用する多様な人材を㍮出

するための教育活動は，まだ発展㏵上のẁ㝵である．

企業等において AI を活用し業務に従事する際，ゝ

語表現，数理ᛮ⪃などのᖜᗈい能力が必要であるた

め，とりわけ技術ᚿ向ではない学生の汎用能力育成

が AI の知識や活用技能とඹに୙可Ḟとなっている． 
本研究は，汎用能力の「数理ᛮ⪃」に╔目し，企

業の AI 活用業務と⣣࡙けた数理学⩦の༢元モデル

ཬびその学⩦システムの開発を目的としている．こ

のシステムは，学⩦の興࿡・関ᚰ向上と学⩦ຠ⋡の

実現を≺いとしている．本稿では，AI を活用する実

務のストーリーと⣣࡙けた数理学⩦༢元表の作成を

行った．またその༢元表をベースに，シナリ࢜型の

教ᤵ法であるࢦールベースシナリ࢜（GBS）理論に

基࡙く数理活用型ၥ題ゎỴ学⩦教材の設ィをヨみた． 
 
2. AI ά用ᐇົスࢺーリーのタᐃ 

今回設定したストーリーは，኎上ᒚṔと Excel® 
for Microsoft 365 を用いて㈍኎ண を行う高度事務

職の業務を想定した．これは➹者が㏆ᖺ複数のᑠ኎

業者とඹにした企業内での実務経験に基࡙き，㏆い

未᮶であることを前提にアレンジしたものである．

ຍえた変᭦点は以ୗの通りである． 
・分ᯒ対㇟をベーカリーᗑ⯒とした 
・Excel 使用時に Copilot 機能の活用を含めた 
・┦関分ᯒだけでなく AI 教ᖌあり学⩦（重回ᖐ分

ᯒ）による AI のண ᕤ⛬を含めた 

3. ᐇົ㐃ືᆺᩘ⌮学⩦༢元モデルの構築 
次に，設定した AI 活用実務ストーリーから数理

ᛮ⪃活動をᢳ出し，学⩦༢元表として整理した． 
3.1 ึ等࣭୰等࣭㧗等教育のᩘ⌮学⩦༢元のᩚ⌮ 

ጞめにᑠ学ᰯから大学における⟬数・数学・情報・

数理のカリキュラム基‽から学⩦༢元のᢳ出を行い

整理した．ཧ↷した基‽を表㸯に示す．いずれも 2024
ᖺ 4 ᭶時点での᭱新∧㈨ᩱをཧ↷した[1] [2] [3] [4] [5] [6] ． 

 
表 1 教育課⛬からの数理学⩦༢元ᢳ出対㇟ 
༊分 対㇟ 

学
⩦
ᣦ
導

要
㡿 

ᑠ学ᰯ 「⟬数⦅」各学ᖺの目標ཬび内容 
中学ᰯ 「数学⦅」各学ᖺの目標ཬび内容 
高等 
学ᰯ 

「数学⦅」数学Ϩ/ϩ/Ϫ/A/B/C 
「情報⦅」情報Ϩ，情報ϩの一部 

M
D

A
SH

 

大学・ 
高等専 
門学ᰯ 

モデルカリキュラム リテラシーレ

ベル 4-1. ⤫ィおよび数理基♏ 
モデルカリキュラム 応用基♏レベ

ル 1.6 数学基♏ 
 
高等学ᰯの情報⦅については，学⩦༢元の中から

数理と関連する情報Ϩ「情報社会のၥ題ゎỴ」「情報

通ಙࢿット࣡ークとデータの活用」と情報ϩ「情報

とデータサイエンス」「情報と情報技術を活用したၥ

題発ぢ・ゎỴの᥈究」を対㇟に学⩦部分をᢳ出した． 
 

3.2 AI ά用ᐇົのᩘ⌮ᛮ考άືのᢳฟと⣣࡙け 
次に，AI 活用実務ストーリーの各業務シーンに対

し想定される数理の知識ཬびᛮ⪃活動をᢳ出した．

そして，3.1 で整理した表に学ᖺ，学⩦༢元のิをຍ

C4-1

― 231 ―



え，3.2 でᢳ出した数理ᛮ⪃活動と学⩦学ᖺ，科目の

対応関ಀを整理した．その⤖ᯝを図 1 に示す． 

 
図 1 数理ᛮ⪃活動と学⩦時期の対応⤖ᯝ（概要） 
 
重回ᖐ分ᯒの実᪋ᕤ⛬は，難᫆度の高さから高等

学ᰯの情報ϩや MDASH 応用基♏に含まれている．

一方，その前のデータの入手やຍᕤ，要⣙といった

前ฎ理ẁ㝵の数理ᛮ⪃活動は，ᑠ学ᰯప学ᖺからの

⤫ィ的᥈究プロࢭスの学びの✚み重ࡡによって成り

立つことが᫂らかになった．これは，᭱新のᑠ学ᰯ

ཬび中学ᰯの学⩦ᣦ導要㡿の全学ᖺにおいて学⩦分

類「データの活用」が設定され，「㌟の回りにある数

㔞を分類整理し，⡆༢な表やグラフを用いて表す」

といった活動を含むようになったからである．AI ゎ
ᯒの前に基♏的な数理ᛮ⪃の能力㣴成が必要である

ことが分かる． 
データ入手前のィ画ẁ㝵と⪃ᐹ・報告ẁ㝵は，᫂

確な学⩦学ᖺがᏑ在しない点にも╔目したい（図 1
ͤ印ཧ↷）．この部分は高等学ᰯの専門教科情報科で

取りᢅわれ，MDASH 応用基♏においては「各大学

での演⩦や PBL 等で実践することが推ዡされる」と

されている[6]．よって，ඹ通科目としての汎用的な

カリキュラムや教材はなく，ಶ別の教育機関にጤࡡ

られていることが分かる．現場で実践活動をする前

に，数理ุ᩿やㄝ᫂を文❶化するຠ⋡的な学⩦トレ

ーニングの機会๰出は，このような教育現場に必要

ではないか，と⪃えられる． 
 

4. GBS ⌮ㄽにᇶ࡙ᩘࡃ⌮ά用学⩦のタィ 
今後 AI 活用実務ストーリーと対↷表をもとに学

⩦教材化するにあたり，インストラクショナルデࢨ

インの GBS 理論に基࡙く概要設ィをヨみた．その内

容を表 2 に示す．GBS 理論のᬑཬを目的にᇳ➹され

た文⊩の内容をཧ↷した[7]．ᑵ業経験のない学生が

カバーストーリーをよりල体的に想ീできるように

することと数理のၥ題ゎỴをၥう際のゝⴥのᕤኵが

必要であることが，今後の方㔪として᫂確になった． 
 
5. まとめ 

今回の設ィ活動から，ᑠ学ᰯప学ᖺで㌟につける

数や図ゎを感ぬ的にᤊえる力から AI ゎᯒの理論ま

でᖜᗈい数理の知識とᛮ⪃力が必要である一方で，

AI の活用に必要な内容に⤠って学⩦教材を開発で

きることが分かった．今後は AI を活用しての DX 推

進に取り⤌む先進企業へのㄪᰝ活動を行い，数理༢

元表を学⩦モデルへ発展させるとともに，GBS シナ

リ࢜設ィの⢭度を高めた後，教材を制作し，利用者

検証を行うண定である． 
 
表 2 数理活用を題材とした GBS シナリ࢜設ィ 
構成要⣲ 教材の内容 

シ
ナ
リ
࢜
文
⬦ 

使࿨ 
AI 技術を活用する事務௙事におい

て，㈍኎ண ⤖ᯝを数理ᛮ⪃に基࡙

きุ᩿し，上ྖにㄝ᫂すること． 

カバ

ース

トー

リー 

企業┤営ベーカリーᗑの኎上ᒚṔ

と実況ኳẼ等から，AI ゎᯒにより

事前に㈍኎数や᮶ᐈ数をண想し，ࣃ

ンの生⏘数とᗫᲠ数をᢚえたい．新

たなヨみであるので，スキルをᣢつ

ⱝ手社員にその業務を౫㢗したい． 

ᙺ๭ 新༞ 2 ᖺ目の事務職，営業部所ᒓ．

㈨ᩱ作成や業務データ分ᯒをᢸう．  

学⩦目標 
業務で㒔度必要となる数理の知識

や⪃え方にẼ࡙き，ၥ題ゎỴ，ุ ᩿

時に応用できる． 

シナリ࢜ 
操作 

Excel を用いて኎上ᒚṔデータをຍ

ᕤ・要⣙・分ᯒし，重回ᖐ分ᯒによ

る㈍኎ண を行う．Ḟᦆ್の有↓，

データの種類，ᅄ分఩数のゎ㔘，分

ᯒ手法の選択，ゎᯒ⤖ᯝのㄝ᫂文の

ጇᙜᛶなどの数理ุ᩿，ฎ理方法を

回⟅するシーンを㝶所に含む． 

シ
ナ
リ
࢜ 

構
成 

フィー

ドバッ

ク 

ストーリーの中で行う数理的ุ᩿

に応ࡌて異なる⤖ᯝが出力され，そ

の後の動きが変化する． 
情報

※ 
数理ุ᩿の┤後と，ㄗ⟅し㌶㐨ಟṇ

する際にࣄントを提示する． 
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